
平成30年12月1日(第397号)

@ 社会福祉法人須坂市社会福祉協議会 けも、
、

し版画題字
角田正雄書

春木町)

つ磁ぐくh 22ろちゃれ ~0 

P2 ・社協この一年
寒さが増すこの季節は、なんといってもアツ

P3 ・希望の旅
アツの焼き芋。

-障がい者料理教室 さつま芋を新聞紙とアルミホイルでぐるぐ
-お元気メール

るっと巻き、焚き火の中|こ寝かすこと30分。
P4 ・ボランティア全国フォーラム軽井沢2018

あま~い香りが漂い、ホクホクの焼き芋が出来
-サンタクロース派遣事業
-モニタ一通信② 上がりましだ。もちろんお昧は

P5 あな左のまちの小さなふくし 1
1

flまつぺだが落ちそうJでしだ。
-くつろぎ荘では卓球が人気!

(市内福祉施設|こて)

グ 社協は社会福祉法第109条に規定された地域福祉を推進する加す
社協が実施する様々な福祉事業は、皆さまからの社協会費と共同募金が主な財源です。

再生紙を利用しています。
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平成最後のこ

の1年、どん

な年だつだで

しようか?

残念

焼き芋を食べす

ぎて動けません。

スター卜|こ戻る。

「
い
き
い
き
外
出
事
業
」

(
佐
久
ピ
ン
コ
口
地
蔵
)

「回け合い推進大会J

ラ
ッ
キ
ー

2月

ゴール

場ミヨ
3月「共働き世帯子育て支援事業j

(福祉施設巴てパン作り、パック作り|こ挑戦)

J 
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「安J~\コール利用者会j同
月
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 I第37回ふれあい広場J

「
活
発
な
支
部
活
動
」

(
西
部
支
部
高
齢
者
会
食
会
)
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1 0月
近

8月

I小中学生ボランティア体験教室J
(お寺で弾)

道

7
月
「
一
日
赤
十
字
」

炊
き
出
し
訓
練

で



重
度
障
が
い
者
希
望
の
旅
報
告

東
京
ペ
行
っ
て
き
ま
し
詑

川
月
別
日
i
引
日
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
上
野
公
園
ヘ

障
が
い
の
あ
る
万
円
名
と
家

族
・
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
名
で

行
っ
て
き
ま
し
だ
。

当
日
は
、
リ
フ
ト
付
き
パ
ス

で
車
い
す
の
ま
ま
乗
車
。
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
は
大
行
列
の

中
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド
を

最
前
列
で
鑑
賞
。
上
野
動
物
園

で
は
パ
ン
ダ
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

と
対
面
と
秋
の
東
京
を
楽
し
ん

で
き
ま
し
だ
。

国立科学博物館前(東京都・上野公園|こて)

季節の曾闘を使って、美醜しい斜理を!
(重度障がい者等斜理按室)

グループの皆さんで、出う十を取つだり、野

菜を切つだりとそれぞれ分担し、 1時間程で

料理が完成。

-きのことツナの炊き込みご飯
.白菜と肉団子のスープ

・リンゴの酢和え
・みかん寒天

料理の楽しさや安全な調理方法を発見し、

生活の充実を図ることを目的|こ、市の障がい

者自立訓練講座と合同で、料理教室を開催し

ましだ。
自の不自由な西尾さんは、これまで、も何回

か参加しているそうですが、合回は、ボラン

テイアさん|こ教わりながら、ほうれん草を等

分|こ切り分けましだ。

2回開催しだところ、「分量が難しかつだJ
I家でも合日の料理をつくってみ芝いJr皆

で食べるご飯美味ししリと感想が聞か

れましだ。

「
お
元
気
メ
l
ル」

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
元
気
で
す
か
?

しの優大 いこて る あ を の 活 イ てに-
た気し変病たろい社よち、お動ラ季く「環小
。持いな気だ、る協うや「知のス節れおと中
ち心方できた方のにんおら様卜感ま元し学
が遣か、まくにサ書ヘじせ子付あし気て生
、いら文し さ 、 | い 」 い と や き ふ た メ 、 が

綴にの字たんおビてとち、、のれ。|高
ら対返を。の 届 ス く 、 や お 学 便 る ル齢福
れす信書 おけ を れ 語 ん 誘 校 筆 可 」者祉
てるにく 返し利まり、いのに愛 をの教
い感はの 事た 用 し 掛 お な 行 、 い 書方育
ま謝、も をと し た け ば ど 事 部 、 い々の

まだ俗てや こ 哀の人励 ま耳え歳えたツ
せこ」はるどーう、生の諭すリで l lハが
んど頑 l.¥Sな i造れ伎で生命 o ~与すてはイば

o (.1 J伝いをく It量 l lす手をさ つがお、マあ
(、れず忌、のくいがで κ て、リ脇!ち
ふ荷村すれ生 後思 俗、 す a 生合、涙のや

え秒森 o ず 佐重 るい 逮み が々 治 A ニ窓最 A
の ぷ十「ぷ人でまいな、.¥S l ど人でiA..は
ま、 f一、を終すはさこ L てかど aで
ま令・学級生怠わ o 、ノιれて お手もが、ア

、'-" 1) A- 7jきいる えすも自 リを 83不手フルJ

一
通
の
返
信
を
、
ご
紹
介
し

ま
す
。
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分
科
会
の
様
子

|ボランティア全国フォーラム軽井沢20~
軽井沢|こ11月3日"'4目、ボランティア活動を行っている

人、これから行おうとしている人、コーディネータ一等が全
国各地から約600名が集い、熱気あふれる 2日間でしだ。

「ボランティア全国フォーラム軽井沢20181こ参加してJ
須坂市ボランティア連絡協議会 会長小林正孝

(シンポジ、ス卜の話を聞き)東日本大震災|こおいて「被害者が主役の復興Jを目指して活動
している中で、災害|こより、いきなり I釜石jの人から「被災地jの人と呼ばれてしまう怒り、
ボランティアは受援者(被災者)の気持ちを考え行動しなくてはならない等、ボランティアと
してのお手伝いさせていだ芝くだめの気持ちの在り万を考えさせられました三。
ま芝、程よい関係の構築と受援者(被災者)の「こころJの支えの大切さ、災害や地元ボラ

ンティアの継続実施|こより、ホテル従業員の気遣いやI~}の成長!こつながり、企業としても成長
|こつながつだ等のお話しを聴くことができ、今後のボランティア活動|こつながる言霊を聴くこ
とができました。
ボランティア活動を実施している者の情報共有と交流の場として、大変有意義なフォーラム

でしだ。

品
切
〉
怒
し勿
a
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例
制
脚

戦
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健
一る
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母
子
・
父
子
世
帯
の
お

子
さ
ん
の
元
ヘ
、
サ
ン
タ

t

ク
ロ
ー
ス
巴
扮
し
だ
、
ボ
ラ

司

ン
テ
イ
ア
さ
ん
が
ク
リ
ス

借

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
自
宅

余

ま
で
届
け
巴
行
き
ま
す
。

，

夢
の
よ
う
な
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楽
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モ
ニ
タ
ー
通
信
②

市
民
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か

ら
の
疑
問
・
質
問
巴
お
答
え

し
ま
す
。

間
一
写
真
巳
説
明
文
、
か
付
い

て
い
だ
ほ
う
が
良
い
。

答
…
写
真
だ
け
で
な
く
、
説

明
文
も
付
け
、
よ
り
分
か
り

ゃ
す
く
な
る
よ
う
巴
努
め
ま

す。問
一
行
聞
か
広
け
れ
ば
、
圧

迫
感
な
<
読
み
や
す
い
と
思

一つ。答
一
つ
い
つ
い
掲
載
内
容
が

多
く
な
り
行
聞
が
狭
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

工
夫
し
、
読
み
や
す
く
な
る

よ
う
巴
努
め
ま
す
。

毎
月
、
貴
重
な
ご
意
見
を

あ
り
、
か
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

縦
書
き
、
だ
け
で
な
く
横
書
き

の
記
事
も
組
み
込
む
よ
う
C

し
て
い
ま
す
。
レ
イ
ア
ウ
ト

の
部
分
で
も
読
み
や
す
さ
、

見
や
す
さ
等
巴
つ
い
て
も
、

ご
意
見
ご
感
想
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

社
協
で
は
、
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

で
は
、
市
民
モ
ニ
タ
ー
の
皆

様
か
ら
の
、
ご
感
想
を
紹
介

い
だ
し
ま
す
。

U 

「
先
日
一
人
暮
ら
し
の
万
と

の
立
ち
話
の
中
で
、
地
域
で

の
サ
ロ
ン
で
社
協
の
協
力
巴

よ
り
外
出
が
出
来
る
サ
ー
ビ

ス
の
記
事
を
見
て
、
私
の
町

也
や
っ
て
欲
し
い
な
あ
|
、

家
巴
こ
も
り
が
ち
巴
な
ら
な

い
様
巴
と
話
を
聞
き
ま
し
だ
。

ぜ
ひ
P
R
し
て
利
用
が
合
後

ち
拡
大
し
ま
す
よ
う
巴
と
願

い
ま
す
。
」

応
援
あ
り
、
か
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
各
地
域
で
の
サ
ロ
ン

活
動
の
充
実
を
図
る
定
め
、

自
動
車
と
運
転
手
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
温
泉
区
行
つ
だ

り
、
買
い
物
巴
行
つ
だ
り
と

活
用
す
る
サ
ロ
ン
、
か
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と

出
来
る
の
?
ご
相
談
巴
乗
り

ま
す
。
お
気
軽
C
社
協
ま
で

お
戸
掛
け
く
だ
さ
い
!



| 豊丘支部編~大日向町・豊丘町・豊丘上町

1 0月25目、豊E支部高齢者交流会食会が豊E地域
公民館で開催されましだ。豊丘支部では、一人暮らし
の高齢者のほか、喜寿・米寿を迎えられる万ち招待さ
れ、大勢の方の参加で賑やかな会食会となりましだ。

アトラクシヨンの時間で|誌、皆さんが毎年楽しみ|こ
している地元の豊丘保育園園児|こよる歌と踊りの披露
があり、“ももだろう止"の歌|こ合わせ園児一人一人
から肩左だきのプレゼン卜がありまし左。園児との楽
しい時問、皆さんと一緒|こ食べる食事!こ笑顔が溢れ、
「ま左来年ねリとの約束を交わし、楽しいひと時が

終わりました。 シルキーホール|こて

西
部
支
部
高
齢
者
交
流
会
食
会
、
ガ
シ

ル
キ
ー
ホ
ー
ル
巴
て
叩
月
剖
田
区
開
催

さ
れ
ま
し
左
。
会
場
は
大
勢
の
参
加
者

で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
華
や
か
で
賑
や
か

な
会
巴
な
り
ま
し
定
。

皆
さ
ん
は
、
日
本
舞
踊
、
二
胡
・
フ

ル
ー
ト
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
を
楽
し

み
、
そ
し
て
・
・
・
お
待
ち
か
ね
の
松

花
堂
弁
当
を
舌
鼓
。
「
美
味
し
い
ね
」

「
楽
し
い
ね
」
と
あ
っ
と
い
う
間
巴
時

聞
が
過
ぎ
ま
し
だ
。

最
後
巴
、
幼
稚
園
児
よ
り
歌
、
か
披
露

さ
れ
、
一
緒
巴
手
遊
び
を
し
ま
し
だ
。

可
愛
い
園
児
左
ち
区
、
皆
さ
ん
、
思
わ

ず
「
巴
っ
こ
り
」
笑
顔
が
綻
び
ま
し
左
。豊E地域公民館|こて

| 西部支部編~横町・東横町・南横町・北横町・立町・馬場町・西町・須坂ハイランド町 I 

A
V守
、

く
つ
ろ
ぎ
荘
℃
体
卓
球
、
針
氏
人
気
!

く
つ
ろ
ぎ
荘
で
は
卓
球
、
か
人

気
で
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
チ
ー

ム
が
4
チ
ー
ム
、
硬
式
卓
球
の

チ
ー
ム
、
か
1
チ
ー
ム
あ
り
、
毎

日
の
よ
う

C
、
歓
戸
と
笑
い
声

巴
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

普
通
、
卓
球
の
ダ
ブ
ル
ス
は

ボ
ー
ル
を
交
互
巴
打
つ
の
で
す

が
、
こ
こ
で
は
ボ
ー
ル
が
来
定

方
の
人
、
か
打
つ
特
別
ル
ー
ル
で

す
の
で
、
多
少
足
の
不
自
由
な

万
で
も
プ
レ
イ
で
き
ま
す
。

卓
球
は
誰
巴
も
出
来
て
奥
、
か

深
い
、
そ
し
て
脳
を
活
性
化
し
、

認
知
症
を
予
防
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
卓
球
で
気
持
ち
の

い
い
汗
を
か
い
て
運
動
不
足
と

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

汗
を
か
い
だ
後
は
お
風
邑
(
入

浴
料
2
0
0
円
)
で
汗
を
流
す

の
も
い
い
で
す
ね
。
ま
芝
、
卓

球
巴
限
ら
ず
叩
人
以
上
の
団
体

は
、
パ
ス
巴
よ
る
送
迎
も
可
能

.
で
す
の
で
ご
相
談
<
、
だ
さ
い
。

当
施
設
は
、
須
坂
巴
お
住
い

の
印
歳
以
上
の
方
な
ら
入
浴
以

外
は
無
料
で
ご
利
用
い
だ
、
だ
け

ま
す
。
卓
球
を
楽
し
ん
で
み
だ

い
方
、
ま
芝
、
健
康
体
操
も

や
っ
て
い
ま
す
。
見
学
、
だ
け
で

も
結
構
で
す
の
で
、
是
非
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

(
問
い
合
わ
せ
)

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

く
つ
ろ
ぎ
荘

8
2
4
6
1
2
0
5
8
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職 種 業務内容 応募資格

看護職員 所看-護小、規通を模所行特介う養護業、事務業入浴所介|こ護お事い業て 看普護通師自、動準車看運護転免師、許(取得見込みも含む)

介護職員 介lこ-護小お規事い模業て特所介養護、通を(夜所行勤介う有護業)事務、訪業所問 初込普任通み者も自研含動修車む)運、転ま免左許は、 介護福祉士 (取得見

官官官官官官官官官官官官官官。@~@@@@官官官官官官官官官官官官官官
升護正規職員・臨託職員を募集します。

1 .正規職員・・・将来的lこ、地域福祉事業から介護業務まで幅広<活躍頂きます。
募集人員:若干名

2.嘱託職員・・・ 1年ごとの更新となります。
任用:探用時~平成31年3月31日(更新有)

職 種 業務内容 応募資格

看護職員 所勤-務小|こ規おシ模いフ特てト養看|こ、護よ通るを行所介う護業事務業 看普護通師自、動准車看運護転免師免許許

介護支援専門員 -居宅談介援護回支を援行事う業業務所!こおい -・介普護通支自援動専車運門転員免許
て相

介護職員 介う-護業小規事務模業特所勤養務|こおシ(夜いフ勤てト有介|こ)護よ、通るを所行 初普任通者自研動修車以運転上が免許あれば尚司

-介護非常勤職員(パート)は随時募集をしております。
※申込み 本会事務所|こある採用申込書!こJ必要事項を記入し12月21日(金)まで|こ申込をお願
いします。詳細lこついては、お問合せください。 庶務係 026-214-2997担当 小林

こちらは、 9月の大型台風|こ耐
え芝、シールりんごです。合年も、
市内在住の小柳邦義さんからご寄
附い左芝きまし走。風|こ耐え抜い
だとあって縁起の良いりんごです。
甘~い香りが漂っています。

id守2

F 

:あたたかなご厚志に : 
1 感謝いたします。.

0匿名様多数 おむつ多数

O関様 タオル他多数

O境沢15組有志一同様

タオル多数

はんてん3枚

力ラープリンタ-1台・

ラジカセ 1台

0須坂市消防団様

プロジェクタ一一式

…10月15日'"11月14日受付分です…

E喝事;弘日常生活心の配悩ごみと・相法律所に関するd司t
個~晦割勘、 4岨由州議岡市泊議員}

相談会場 相談日 相談時間

まいさぽ須坂
月曜日~金曜日

午前9時~午後5時
026 -248 -9977 (随時)

蹴桃園する峨《醐借金制鋤
相談会場 相談日 相談時間

すざか女性未来館 13日(木)
午後1時"'4時

(中央公民館)1階相談室 27日(木)

※弁護士がご相談|こ応じます。お一人20分以内です。
※完全予約制電話 026-248 -9977 
⑮制調識苅偏閥、完金予編曲

相談会場 相談日 相談時間

須坂市社会福祉協議会 2日(日)・16日(日) 午前9時"'12時
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